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若者×つながる
～SNSから見えるもの～

高校生が作ったページ
高校生が「１８歳選挙権」
について考える

TOPICS
京都市ユースサービス協会の
記念日づくし

シリーズ
はたらく若者

ユースかわら版
「海外研修報告」ほか

2003年に『みさやまミーティング（※）』をやらせていただいて

から、京都市ユースサービス協会には時々お世話になっていま

す。最近は、大学や児童自立支援施設などに出入りし、幅広く

思春期の人たちを見ながら、援助とは何か、ユースサービスと

は何か、ずっと考えています。わたしの本職である性教育は、対

象の年齢とともに「正しいことを教える」という段階から「お互い

の価値観について話し合う」という段階に進んでいきます。

子どもも思春期になると、それぞれの背景と行動様式があり、

本人の「どうなれば幸せか」という考え自体多様で、柔軟に考

え、丁寧に話し合って援助しないと、良い結果は望めません。

あなたも援助業界の方ですか？　今やどこの現場も厳しい

ですが、それぞれの場所でうまく機嫌良くやっていきましょうね。

いつだって、被援助者と、そして仲間と、細かなことから大きなこ

とまで、話し合う余裕を保てるように。わたしたちの力は、そこに

生まれるのではないでしょうか。

※若者が、ピア＝仲間として、同世代の仲間と「セクシュアルヘルス」に
ついて共に考え、伝える活動を行う「ピアエデュケーター」を養成する
講座

ユースサービスの理念
子どもから責任ある大人へと成長する青少
年を支援しています。
家庭、学校、地域社会、職場ほか、青少年が

自主的な活動場面への参加を通じて、社会と
交わり、自身の興味や関心を豊かにし、必要に
応じて、助言、情報、または多様な人的・物的
資源が得られるような機会を提供します。

京都精華大学
非常勤講師
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c o n t e n t s

「寄付月間」とは、寄付の受け手側が寄付者に感謝し、寄付者への報告内容を改善するきっかけとなること、また多くの人が
寄付の大切さと役割について考え、寄付に関心を寄せ、行動をするきっかけとなることを目指した月間です。

京都市ユースサービス協会でも多くのご支援・ご寄付をいただいております。

2018年11月まで　484,０００円
いただいたご寄付については、当協会の取り組みに活用させていただきます。また、寄付だけでなく、当協会の事業や施設
運営にも日ごろから大きくご協力いただいております。 　この場を借りて改めて御礼申し上げます。

１２月は
寄付月間！

イラスト：おおつかなな
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